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【手続補正書】
【提出日】平成27年8月3日(2015.8.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基部と、
　前記基部から延出されている振動腕と、
　前記基部および前記振動腕に配置されている下部電極と、
　平面視で、前記基部に配置されている前記下部電極および前記振動腕に配置されている
前記下部電極と重なっている上部電極と、
　前記下部電極と前記上部電極との間にある絶縁層と、を備え、
　前記基部と重なっている前記絶縁層の厚さは、前記振動腕と重なっている前記絶縁層の
厚さよりも厚いことを特徴とする振動片。
【請求項２】
　前記基部と重なっている前記絶縁層の誘電率は、前記振動腕と重なっている前記絶縁層
の誘電率よりも小さいことを特徴とする請求項１に記載の振動片。
【請求項３】
　基部と、
　前記基部から延出されている振動腕と、
　前記基部および前記振動腕に配置されている下部電極と、
　平面視で、前記基部に配置されている前記下部電極および前記振動腕に配置されている
前記下部電極と重なっている上部電極と、
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　前記下部電極と前記上部電極との間にある絶縁層と、を備え、
　前記基部と重なっている前記絶縁層の誘電率は、前記振動腕と重なっている前記絶縁層
の誘電率よりも小さいことを特徴とする振動片。
【請求項４】
　前記振動腕は、第１の振動腕と第２の振動腕とを備えており、
　前記第１の振動腕から前記基部に延設されている前記下部電極と、前記第２の振動腕か
ら前記基部に延設されている前記上部電極とは、
　平面視で前記基部と重なっている領域において、前記絶縁層を挟んでいることを特徴と
する請求項１ないし請求項３のいずれか一項に記載の振動片。
【請求項５】
　前記絶縁層は、圧電体膜を含んでいることを特徴とする請求項１ないし請求項４のいず
れか一項に記載の振動片。
【請求項６】
　前記基部、および前記振動腕は、水晶で構成されていることを特徴とする請求項１ない
し請求項５のいずれか一項に記載の振動片。
【請求項７】
　前記基部、および前記振動腕は、半導体で構成されていることを特徴とする請求項１な
いし請求項５のいずれか一項に記載の振動片。
【請求項８】
　請求項１ないし請求項７のいずれか一項に記載の振動片と、
　前記振動片を収容している容器と、
　を備えていることを特徴とする振動子。
【請求項９】
　請求項１ないし請求項７のいずれか一項に記載の振動片と、
　前記振動片を駆動させる回路素子と、
　を備えていることを特徴とする電子デバイス。
【請求項１０】
　請求項１ないし請求項７のいずれか一項に記載の振動片を備えていることを特徴とする
電子機器。
【請求項１１】
　請求項１ないし請求項７のいずれか一項に記載の振動片を備えていることを特徴とする
移動体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　［形態１］本形態に係る振動片は、基部と、前記基部から延出されている振動腕と、前
記基部および前記振動腕に配置されている下部電極と、平面視で、前記基部に配置されて
いる前記下部電極および前記振動腕に配置されている前記下部電極と重なっている上部電
極と、前記下部電極と前記上部電極との間にある絶縁層と、を備え、前記基部と重なって
いる前記絶縁層の厚さは、前記振動腕と重なっている前記絶縁層の厚さより厚いことを特
徴とする。
　本形態によれば、基部と重なっている絶縁層の厚さは、振動腕と重なっている絶縁層の
厚さより大きく形成されている。付加容量Ｃ０’は、下記式（１）によって表されるため
、クロス配線を生じる基部における絶縁層の厚さが振動腕の上方に設けられている絶縁層
の厚さより大きい本適用例の構成では、基部においてクロス配線を生じても基部の領域で
の付加容量Ｃ０’の増加を防止することができる。したがって、振動子の実効抵抗Ｒeが
増加しないため、振動し易い振動子を提供することができる。
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　　Ｃ０’＝ε・Ｓ／ｄ　・・・（１）
　（ε：誘電率（Ｆ／ｍ）［ε＝ε０×εｒ・・・ε０：真空の誘電率（Ｆ／ｍ）、εｒ
：比誘電率（Ｆ／ｍ）］、Ｓ：平行平板の面積（ｍ２）　ｄ：平行平板間の距離（ｍ））
　［形態２］上記形態に記載の振動片において、前記基部と重なっている前記絶縁層の誘
電率は、前記振動腕と重なっている前記絶縁層の誘電率より小さいことを特徴とする。
　上述の式（１）に表されるように、誘電率（ε）が小さいほど付加容量Ｃ０’が小さく
なる。本形態によれば、基部と重なっている絶縁層の誘電率は、振動腕と重なっている絶
縁層の誘電率より小さいことから、基部におけるクロス配線を生じても、基部の領域での
付加容量Ｃ０’の増加を防止することができる。したがって、基部においてクロス配線を
生じても振動子の実効抵抗Ｒｅが増加しないため、振動し易い振動子を提供することがで
きる。
　［形態３］本形態に係る振動片は、基部と、前記基部から延出されている振動腕と、前
記基部および前記振動腕に配置されている下部電極と、平面視で、前記基部に配置されて
いる前記下部電極および前記振動腕に配置されている前記下部電極と重なっている上部電
極と、前記下部電極と前記上部電極との間にある絶縁層と、を備え、前記基部と重なって
いる前記絶縁層の誘電率は、前記振動腕と重なっている前記絶縁層の誘電率よりも小さい
ことを特徴とする。
　本形態によれば、基部と重なっている絶縁層の誘電率は、振動腕と重なっている絶縁層
の誘電率より小さいことから、基部におけるクロス配線を生じても、基部の領域での付加
容量Ｃ０’の増加を防止することができる。したがって、基部においてクロス配線を生じ
ても振動子の実効抵抗Ｒｅが増加しないため、振動し易い振動子を提供することができる
。
　［形態４］上記形態に記載の振動片において、前記振動腕は、第１の振動腕と第２の振
動腕とを備えており、前記第１の振動腕から前記基部に延設されている前記下部電極と、
前記第２の振動腕から前記基部に延設されている前記上部電極とは、平面視で前記基部と
重なっている領域において、前記絶縁層を挟んでいることを特徴とする。
　本形態によれば、基部におけるクロス配線による付加容量Ｃ０’の増加を防止すること
ができる。したがって、振動子の実効抵抗Ｒｅが増加しないため、振動し易い振動子を提
供することができる。
　［形態５］上記形態に記載の振動片において、前記絶縁層は、圧電体膜を含んでいるこ
とを特徴とする。
　本形態によれば、絶縁層に圧電体膜を含むことにより、絶縁層の厚さを大きくすること
が可能となり、さらにクロス配線による付加容量Ｃ０’の増加を防止することができる。
　［形態６］上記形態に記載の振動片において、前記基部、および前記振動腕は、水晶で
構成されていることを特徴とする。
　本形態によれば、水晶を用いることにより小型化に伴う温度特性（周波数温度特性など
の温度依存性を有する特性）の低下を抑制することができる。
　［形態７］上記形態に記載の振動片において、前記基部、および前記振動腕は、半導体
で構成されていることを特徴とする。
　本形態によれば、フォトリソグラフィーなどを用いた外形加工が容易あるとともに、エ
ッチング速度が一定であるため、形成された外形形状が均一となり、安定した特性を得る
ことが可能となる。
　［形態８］本形態に係る振動子は、上記形態のいずれか一例に記載の振動片と、前記振
動片を収容している容器と、を備えていることを特徴とする。
　本形態によれば、上述の振動片を用いているため、振動し易い振動子を提供することが
できる。
　［形態９］本形態に係る電子デバイスは、上記形態のいずれか一例に記載の振動片と、
前記振動片を駆動させる回路素子と、を備えていることを特徴とする。
　本形態によれば、上述の振動片を用いているため振動片が振動し易く、振動の安定した
電子デバイスを提供することができる。
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　［形態１０］本形態に係る電子機器は、上記形態のいずれか一例に記載の振動片を備え
ていることを特徴とする。
　本形態によれば、上述の振動片を用いているため振動片が振動し易く、したがって安定
した特性の電子機器を提供することができる。
　［形態１１］本形態に係る移動体は、上記形態のいずれか一例に記載の振動片を備えて
いることを特徴とする。
　本形態によれば、上述の振動片を用いているため振動片が振動し易く、したがって安定
した性能を発揮できる移動体を提供することができる。
　［適用例１］本適用例に係る振動片は、基部と、前記基部から延出されている振動腕と
、前記基部および前記振動腕に設けられている下部電極と、前記下部電極の上方に設けら
れている上部電極と、前記下部電極と前記上部電極との間に設けられている絶縁層と、を
備え、前記基部の上方に設けられている前記絶縁層の厚さが、前記振動腕の上方に設けら
れている前記絶縁層の厚さより厚いことを特徴とする。
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